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＜青明舎登録利用者様　情報交換＞

東山　昇　　様～休日中に青明舎へ連日連絡あり。訪問看護の利用を毎週へと増やしたい（現在隔週）と訪問看護スタッフへと相談したが、スケジュール調整が出来ないと言われ、“カラオケに行きたいだけでしょ”と言われ、不満があるとの事。本人のスケジュールとしては、訪問看護の日には自分の好きな事（カラオケ）に時間を利用してストレス発散を図り、訪問看護にて悩み事などの相談を行っていると話す。

⇒本人へ訪問看護を増やしたい理由を確認するがはっきりせず、青明舎へは悩みがある為、カウンセリングを受けたいと希望したり、内服薬が欲しいと訴えている。昨日の夜間は、悩みの為眠れないと病院へ連絡を入れている。

通所利用時に悩みの相談を受ける事を説明しているが、通所では時間が足りないと話されている。

繁名　和恵　様～地デジの話を本日、パンション管理人へと話す予定。

佐藤　朗子　様～仕事は順調との事だが、対人関係で上手くいかないこともあると話し、青明舎へ

相談ありアドバイスをしている。仕事の関係で外来受診日を木曜日から土曜日へと変更。変更に伴い、ナイトケアの利用日を変更したいと希望あり。

⇒ナイトケア利用を今年に入ってから行う事が出来ておらず、本人へ連絡してもつながらない事が多い。現在のナイトケア利用の目的が相談場所の確保であり、相談については青明舎へ行う事が出来ている現状がある。今後ナイトケア利用の目的を確認し、必要に応じて退所を検討する。

中居　美津子様～今後の対応についてうみねこ幸房と青明舎間で検討している。自宅が汚く書類管理が出来ず、重要書類を紛失してしまう事が多い。又、今までお姉様が重要な物の管理を行ってくださっていたが、必要時に何度もお姉様宅を訪問する事で相手に嫌がられると訴えている。徐々に本人宅にて管理する物を増やしている現状があるが、本人は重要書類が必要となった際に、自宅にあるのかお姉様宅にあるのか不明な部分もあるとの事。

⇒今後、お姉様も交えて物の管理について話し合う予定。

柳町　信之　様～近所からの苦情について、先週の外来受診時に担当医から確認を受けている（苦情の詳細はWIZメール参照）。苦情の内容については本人も認めており、担当医から行動を改めるよう説明されると了承されている。

⇒ナイトケア利用時に、本人へ最近の行動に対して確認を行っていく。

我満　奈津紀様～先週のデイケア利用時に、地デジ用チューナー無料送付の案内がNHKから来ていると相談あり。以前も同様の内容で配達物があり、内容が理解できなかった為放置しておいたと話されている。本人としては、チューナー内臓のテレビを新しく購入した為、チューナーは不要であると話される。

⇒送付元に連絡し、チューナーが不要である為、郵便物の送付を止めてくれるように連絡する事を説明している。

溝越　キク　様～金銭管理について青明舎から連絡し、連絡を取る事が出来ている。今後の予定と

して、ご家族の都合を確認した上で、今後の金銭管理方法について話し合いをする予定。

其田　淑子様・種本　サハ様～担当のケアマネと話をしたい事があると訴えており、19日(水)の

9：30～南山人材派遣センターにて面談を行う予定としている。

＜事例検討＞

田中　一様（47）統合失調症　合併症：糖尿病

デイナイトケア利用開始：H20.12.9～（1年5ヶ月）　週5日利用　出席率：ほぼ100％

検討内容　治療計画評価・見直し

治療計画
1 気がかりな事がある際は訴えを傾聴すると共に、具体的な対処法を本人と共に検討していく中で不安感の軽減へと繋げていく。

2 暴飲・暴食と血圧高値との関係性把握の為、食事状況を確認していく。

3 日中の活動性を保ち、適度な疲労感を得る事で夜間の安眠へと繋げていく。

4 水分摂取量が過剰とならないよう促し、トイレによる夜間の中途覚醒を軽減していく。

5 相手と距離を置いて過ごし、不快に感じる際には速やかにスタッフへ相談するよう促す。

評価
1 について

· 生活全般で気になる事が多く、日常動作への影響も見られる事がある。

· 自宅を出る際に、電気機器の消し忘れが気になり、自宅を手でから5～6回自宅へ戻る事を繰り返しており、外出までに時間を要している。

· 確認作業に対しては、チェックシートを使用しており、シートを使用することで、5～6回程度に抑える事が出来ているが、シートがない場合には更に確認回数が増えている。

· アルカイダに対する訴えなど、妄想に関連し物理的に改善が不可能な物に関する訴えは、傾聴しながら気分転換を図るよう促している。

2 について

· チェックノートに１日の摂取した量を記載。

· 血圧は１日３回測定しているが、回数や時間を守る事が出来るようになっている。

· 朝食に摂取するものとしては、お惣菜や缶詰が多く、火気を取り扱っての調理が出来ないことで購入しての食事が多くなっている。

· 以前はパンを購入して間食・食事へと当てていたが、現在は米飯食へと変更したとの事。米飯にしてから体重が増えたと訴えている。

3 ④ について

· 夜間トイレに覚醒することで再入眠しづらく、朝方まで起きてしまっているとの事。

· 水分摂取量は１日3～4L摂取しており、常にペットボトルで水を持ち歩いている。

· 口渇を訴え、水分摂取量の増加へと繋がっているとの事。

· 就床前の水分摂取は控えるように声掛けを行っている。

⑤ について

· 相手に自分から近付く事は無く、距離を都って過ごすように心掛けている様子。

· 不満に感じたことはスタッフへ訴えてこられており、相手に直接不満を訴えトラブルとなる事は無い。

見直し・今後の対応
· 治療計画①と⑤の内容が重複し、⑤については本人が実施することも出来ている為、１つの計画にまとめる。

· 日中の水分過剰摂取により、血圧変動・夜間のトイレ覚醒・睡眠の妨害へとつながっている為、②③④の治療計画を１つのまとめる。

· 本人から訴えのあった際には、傾聴し本人へ対策を提示する際には具体的に明言していくよう努める。

今後の治療計画
1 気がかりな事がある際は訴えを傾聴し、具体的な対処法を本人と共に検討。その中で不安感や不快感の軽減・対処へと繋げていく。

2 血圧高値や頻尿、トイレによる夜間の中途覚醒など、暴飲・暴食により身体症状や睡眠状況への影響がある為、改善へと繋がるよう摂取状況を確認し本人と振り返りを行っていく。

＜連絡事項＞

· 5/19（水）、訪問看護との検討会にて事例検討あり。（大久保康弘様・板橋利美様）

· 5/24（月）、8：30～9：00に電気の法定検査あり。検査中は館内停電となる為、メンバーに周知し、8：30までに全ての準備を済ませておく事。

· 5/27 17：30～管理者研修あり、勤務変更予定。（上野参加の為）

· 5/31までに、今年度の学術のテーマを決定し連絡する事。

· 6/22（火）9：30～17：00公衆衛生関係行政事務指導監査を実施予定。事前に職位の確認を終えておく事。

＜利用様情報＞
大久保　恒夫様～本日倦怠感を訴えデイケア欠席しているが、13：30再度電話連絡あり。倦怠感を

訴えており、休日から電話連絡直前まで寝て過ごしていたと報告される。倦怠感は寝すぎていたことによる影響である事を説明すると納得されている。

町屋　譲司　様～本日デイケア来所している。右耳付近の膿胞は切開手術を行って治ったと話されている。腰痛は、内服薬と下剤で痛みを止めているため、本日は来所出来たとのこと。

倉石　ヨシエ様～腰痛を訴え、午前中のプログラムは食堂のテーブルに臥したまま、部屋の移動も

せずに過ごされている。

神山　和典　様～医療費について、診察費とナイトケア利用費（1回分）と合わせて1週間に1500円支払うことに疑問を感じると訴えあり。支払い内容は変わらないこと、自立支援上限額（5000円）以上は請求されない為、今までと変更はないこと説明している。ナイトケア食費（実費480円）かかることを気にしており、弁当持参や入浴のみの利用も可能であること説明。利用日を減らす件（本人希望は週2日、月・木）に関しては、担当医とも相談するよう説明している。

＜外来情報＞
森田　清助様～花見に行った事や歯科受診した事を報告される。

我満奈津紀様～胃痛は無いと話す。娘様の小学校で運動会がある為、24日は代休となると話し、２週間分処方となっている。

藤村　翔　様～日中に幻聴があると訴え、朝食後薬の内服薬変更している。

高橋　百壽様～眩暈・肋骨痛があると訴えあり。担当医から休みながら通って良いと説明あり。

















































